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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のステーションを含む無線ネットワークにおいてチャンネル時間を割り当てする方
法であって、
　前記方法は、
　前記複数のステーションのうちの第１ステーションから、前記複数のステーションのう
ちの他のステーションとデータを通信するためのチャンネル時間の要請を受信することと
、
　前記他のステーションとデータを通信するために前記第１ステーションが使用可能な十
分な時間があるかどうかを判断することと、
　前記他のステーションとデータを通信するために前記第１ステーションのための十分な
時間がないと判断された場合に、前記第１ステーションにリンク両立性を判断するための
要請を伝送することであって、前記リンク両立性は、特定リンクと他のリンクとの間に干
渉があるかどうかを示す、ことと、
　前記リンク両立性の判断を目的としてビームを伝送するためのチャンネル時間を前記第
１ステーションに対して割り当てすることと、
　前記リンク両立性を判断するために前記第１ステーションに対して割り当てされた前記
チャンネル時間の間、第２ステーションから、前記ビームが前記第２ステーションと干渉
するかどうかを示す情報を含むフィードバック信号を受信することと、
　前記フィードバック信号に基づいて前記他のステーションとデータを通信するために前
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記第１ステーションに対してチャンネル時間を割り当てすることと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記第１及び第２ステーションは周辺に位置するステーションである、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　前記リンク両立性の判断のために前記第１ステーションに対して割り当てされた前記チ
ャンネル時間は、データを通信するために前記第２ステーションに対して割り当てされた
チャンネル時間と時間的に係わる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記リンク両立性の判断のために前記第１ステーションに対して割り当てされた前記チ
ャンネル時間は、データを通信するために前記第２ステーションに対して割り当てされた
前記チャンネル時間後の時間スロットである、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　コーディネートが、前記第１ステーションから前記要請を受信し、データを通信するた
めに前記第１ステーションのための十分な時間があるかどうかを判断し、前記第１ステー
ションにリンク両立性を判断するための要請を伝送し、前記フィードバック信号を受信し
、リンク両立性の判断とデータの通信のための時間を割り当てする、請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　ビコン信号を伝送することをさらに含み、
　前記ビコン信号はリンク両立性の判断を目的としてビームを伝送するために前記第１ス
テーションに対する前記割り当てされたチャンネル時間を伝達する情報を含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　無線ネットワークで複数のステーションの間のリンク両立性を判断する方法であって、
　前記方法は、
　前記リンク両立性の判断のために割り当てされたチャンネル時間の間、前記複数のステ
ーションの間で確認信号を交換することであって、前記リンク両立性は、特定リンクと他
のリンクとの間に干渉があるかどうかを示す、ことと、
　一つ以上の確認信号が干渉を引き起こすかどうかを判断することと、
　前記複数のステーションのうちの少なくとも一つのステーションからコーディネートに
フィードバック信号を伝送することであって、前記フィードバック信号は、一つ以上の確
認信号が干渉を引き起こすかどうかの判断に基づいた干渉情報を含む、ことと、
　前記コーディネートから、前記複数のステーションのうちの他のステーションとデータ
を通信するために割り当てされたチャンネル時間を受信することと、
　データを通信するための前記割り当てされたチャンネル時間の間、前記複数のステーシ
ョンのうちの前記他のステーションとデータを通信することと
　を含む、方法。
【請求項８】
　前記リンク両立性の判断のための前記チャンネル時間割り当てを伝達する情報は、前記
コーディネートからビコン信号で伝送される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のステーションの間のリンク両立性を判断するために割り当てされた前記チャ
ンネル時間は、二つの連続するビコン信号の間の時間スロットである、請求項８に記載の
方法。
【請求項１０】
　複数のステーションを含む無線ネットワークのリンク両立性を判断する方法であって、
　前記方法は、
　前記複数のステーションのうちの第１ステーションとデータを通信するためのチャンネ
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ル時間を要請することと、
　前記複数のステーションのうちの前記第１ステーションとデータを通信するための十分
な時間がないと判断された場合に、前記リンク両立性を判断するための要請を受信するこ
とであって、前記リンク両立性は、特定リンクと他のリンクとの間に干渉があるかどうか
を示す、ことと、
　前記リンク両立性の判断のために割り当てされたチャンネル時間を受信することと、
　前記リンク両立性の判断のために割り当てされた前記チャンネル時間の間、ビームがデ
ータを通信するための周辺ステーションの能力と干渉するかどうかを前記周辺ステーショ
ンが判断することを可能とする目的で前記ビームを伝送することと、
　前記複数のステーションのうちの前記第１ステーションとデータを通信するために割り
当てされたチャンネル時間を受信することと、
　データを通信するために割り当てされた前記チャンネル時間の間、通信データを伝達す
る信号を前記複数のステーションのうちの前記第１ステーションに伝送することと
　を含む、方法。
【請求項１１】
　リンク両立性の判断のために割り当てされた前記チャンネル時間を伝達するビコン信号
を受信することをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ビコン信号はコーディネートから受信される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　複数のステーションを含む無線ネットワークでデータを処理するための装置であって、
　前記装置は、
　前記複数のステーションのうちの少なくとも一つのステーション及びコーディネートに
データを伝送するように構成され、かつ、前記複数のステーションのうちの少なくとも一
つのステーション及びコーディネートからデータを受信するように構成される通信モジュ
ールと、
　リンク両立性の判断のために割り当てされたチャンネル時間の間、前記複数のステーシ
ョンのうちの一つのステーションからの干渉信号の存在を感知するように構成される制御
部と
　を含み、
　前記リンク両立性は、特定リンクと他のリンクとの間に干渉があるかどうかを示し、
　前記制御部は、前記通信モジュールを通じて前記コーディネートにフィードバック信号
を伝送するように構成され、
　前記フィードバック信号は、前記リンク両立性の判断のために割り当てされた前記チャ
ンネル時間の間に前記干渉信号が感知されたかどうかを示す干渉情報を含み、
　前記制御部は、前記コーディネートから、前記複数のステーションのうちの他のステー
ションとデータを通信するために割り当てされたチャンネル時間を受信し、かつ、データ
を通信するための前記割り当てされたチャンネル時間の間、前記複数のステーションのう
ちの前記他のステーションとデータを通信するように構成される、装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は指向性通信でビームリンクを検索し確認する時最大限資源の効率的な使用がで
きるようにする方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在ＩＥＥＥ８０２．１５．３ｃの一タスクグループ（ｔａｓｋ　ｇｒｏｕｐ）では無
線ホームネットワークで大容量のデータを伝送するための技術標準を開発中にある。
【０００３】
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　本標準は大容量データ送信のために物理的な波長（ｍｍＷａｖｅ）の長さがミリメート
ルである電波を利用する。従来にはこのような周波数帯は無許可バンド（ｕｎｌｉｃｅｎ
ｓｅｄ　ｂａｎｄ）として通信事業者用や電波天文用、または車衝突防止などの用途で制
限的に使われて来た。
【０００４】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ｂやＩＥＥＥ８０２．１１ｇは搬送波の周波数が２．４ＧＨｚで
あり、チャンネル帯域幅は２０ＭＨｚ程度である。また、ＩＥＥＥ８０２．１１ａやＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｎは搬送波周波数が５ＧＨｚであり、チャンネル帯域幅は同一に２０Ｍ
Ｈｚ程度である。これに反して、ｍｍＷａｖｅは６０ＧＨｚの搬送波周波数を使って、お
およそ０．５乃至２．５ＧＨｚのチャンネル帯域幅を有する。
【０００５】
　したがって、ｍｍＷａｖｅは既存のＩＥＥＥ８０２．１１系列の標準に比べてずっと大
きい搬送波周波数及びチャンネル帯域幅を有する。このように、ミリメートル単位の波長
を有する高周波信号を利用すれば、数ギガビット（Ｇｂｐｓ）単位の非常に高い伝送率を
示すことができる。また、１．５ｍｍ以下の大きさを有するアンテナを有する単一チップ
を通じて具現することができる。
【０００６】
　空気の中の減衰率（ａｔｔｅｎｕａｔｉｏｎ　ｒａｔｉｏ）が非常に高いからステーシ
ョンの間に干渉を減少させることができる。このように、ｍｍＷａｖｅを利用する場合、
前記のような高い減衰率によってビーム（ｂｅａｍ）の到達距離が短くなる。そうするの
で、全方向性（Ｏｍｎｉ－ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ）で信号を送り出しにくくなる。
【０００７】
　このような問題点を解決するためにはビームをシャープ（ｓｈａｒｐ）するようにしな
ければならない。この場合、ビームは局所的だけで伝達する（すなわち、ビームは狭い範
囲に制限される）
【０００８】
　高い減衰率によって通逹距離が顕著に制限され、たいていビームがシャプであるから他
の問題すなわち、陰影地域（Ｎｏｎ－Ｌｉｎｅ－ｏｆ－Ｓｉｇｈｔ）環境では通信がまと
もに成り立ちにくい問題があり得る。一般的に、ｍｍＷａｖｅに基盤したシステムで前者
の問題は高い利得を有する配列アンテナ（ａｒｒａｙ　ａｎｔｅｎｎａ）を利用すること
で解決する。そして、ｍｍＷａｖｅに基盤したシステムで後者の問題はビームステアリン
グ（ｂｅａｍ　ｓｔｅｅｒｉｎｇ）方式を使うことで解決している。
【０００９】
　伝送損失が大きく送り出し電力に制限がある場合、アンテナ技術を使ってアンテナ利得
を得ると所望する伝達距離を確保することができる。この時、ビームリンクを形成し維持
する方法が必要である。
【００１０】
　図１は本発明が適用される無線ネットワークの一例を示すブロックダイヤグラム（ｂｌ
ｏｃｋ　ｄｉａｇｒａｍ）である。前記ネットワークは前記ネットワークで作動するすべ
てのビームリンクを管理する主ステーション（ｍａｉｎ　ｓｔａｔｉｏｎ）を含む。前記
ビームリンクは指向性通信を提供する。例えば、これは図１に示された楕円形象である。
【００１１】
　ステーション図１は二つのステーションの間の任意のリンクが周辺ステーションに対し
て両立性を有することを示す。両立性は与えられたビームリンクに対して周辺ステーショ
ンが問題を有することができるかどうかを確認することで決まることができる。他のビー
ムリンク例えば、ビームリンク１１０、１２０、１３０は一つ以上の周辺ステーションと
両立性問題を有することに示された。これらはＸに表示された。
【００１２】
　ビームリンクが両立性があるのか決めるためには、すべてのステーションＡ乃至Ｆがビ
ームリンクが両立性があるかどうかを確認しなければならないし、前記確認結果を主ステ
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ーション伝送しなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　そこで、本発明は、前述した問題点に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とする
ところは、複数のステーションのビームリンクを管理する主ステーションと係わる過負荷
を減少させながら、両立性あるビームリンクを検索する装置及び相応する方法を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記説明したネットワークで、主ステーションは多くの量の情報を管理しなければなら
ないし、これは前記主ステーションに過負荷を引き起こす。前記主ステーションに対する
負荷はすべてのステーションが周期的に両立性確認を遂行し、引き継いで前記主ステーシ
ョンに前記確認結果を伝送して相応する情報をアップデートするという事実でも分かる。
また、前記過負荷は度が過ぎる。
【００１５】
　前記課題を解決するために、本発明は、チャンネルを割り当てする方法とリンクが周辺
ステーションと両立されるかどうかを決める方法、そして前記と係わるデータを処理する
装置を提案し、前記方法及び装置は前記管理技術の限界と難点に起因する一つ以上の課題
を実質的に解決することができる。
【００１６】
　本発明の追加的な特徴と利点は以後の説明で現われて、一部は説明によって明らかであ
るか本発明の実施によって分かるようになることができる。本発明の目的及び他の利点は
記述された詳細な説明とそれに対する特許請求範囲と添付された図面によって特に指摘さ
れた構造によって実現されるか行われることができる。
【００１７】
　本発明の第１実施の形態に係ると、前記前述した目的及びその外他の目的は複数のステ
ーションを含む無線ネットワークにチャンネル時間を割り当てする方法によって達成され
る。前記方法はリンク両立性を判断するための目的に、一つ以上の複数のステーションに
ビームを伝送するためのチャンネル時間を割り当てする段階及びリンク両立性を判断する
ために割り当てされた前記時間の間、一つ以上の他の複数のステーションから、前記ビー
ムが前記一つ以上の、他のステーションと干渉するかどうかを示す情報を含むフィードバ
ック信号（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｓｉｇｎａｌ）を受信する段階を含む。前記方法はまた、
前記フィードバック信号情報に基づいてデータ通信のためのチャンネル時間を前記一つ以
上の、ステーションに割り当てする段階と係わる。
【００１８】
　本発明の他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及びその外他の目的は複数のステ
ーションを含む無線ネットワークにチャンネル時間を割り当てする方法によって達成され
る。前記方法は複数のステーションの第１ステーションから、複数のステーションの他の
ステーションとデータ通信のためのチャンネル時間を要請受ける段階と、前記他のステー
ションとデータ通信のために前記第１ステーションが使用可能な十分な時間のあるのか判
断する段階と、前記他のステーションとデータ通信のために前記第１ステーションのため
の十分な時間がないと判断した場合、前記第１ステーションにリンク両立性を判断するた
めの要請を伝送する段階を含む。前記方法はまた、リンク両立性判断を目的にビームを伝
送するためのチャンネル時間を前記第１ステーションに割り当てする段階と、リンク両立
性を判断するために前記第１ステーションに割り当てされた前記チャンネル時間の間、第
２ステーションから、前記ビームが前記第２ステーションと干渉するかどうかを示す情報
を含むフィードバック信号を受信する段階と、前記フィードバック信号に基づいて前記他
のステーションとデータ通信のために前記第１ステーションにチャンネル時間を割り当て
する段階と係わる。
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【００１９】
　本発明のまた他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及び他の目的は複数のステー
ションを含む無線ネットワークでリンク両立性を判断する方法によって判断される。
【００２０】
　前記方法はリンク両立性判断のために割り当てされた時間の間、第１ステーションによ
って伝送されるビームがデータ通信と干渉を引き起こすのか判断する段階及び干渉情報が
含まれたフィードバック信号を伝送する段階と係わって、前記干渉情報は前記ビームが干
渉を引き起こすかに対する前記判断に基づく。
【００２１】
　本発明のまた他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及び他の目的は無線ネットワ
ークで複数のステーションの間にリンク両立性を判断する方法によって達成される。前記
方法はリンク両立性判断のために割り当てされたチャンネル時間の間、複数のステーショ
ンの間に確認信号を交換する段階、一つ以上の確認信号が干渉を引き起こすのか判断する
段階と、複数のステーション中の一つ以上のステーションからコーディネートでフィード
バック信号を伝送する段階と係わって、前記フィードバック信号は一つ以上の確認信号が
干渉を引き起こすかに対する前記判断に基づいた干渉情報を含む。
【００２２】
　本発明のまた他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及び他の目的は複数のステー
ションを含む無線ネットワークのリンク両立性を判断する方法によって達成される。本実
施の形態の方法は複数のステーションの中で第１ステーションとデータ通信のためのチャ
ンネル時間を要請する段階と、複数のステーションの中で前記第１ステーションとデータ
通信のための十分な時間がないと判断された場合リンク両立性を判断するための要請を受
信する段階と、リンク両立性判断のために割り当てされたチャンネル時間を受信する段階
と係わる。前記方法はまたリンク両立性判断のために割り当てされた前記チャンネル時間
の間、ビームがデータ通信のための周辺ステーションと干渉があるかどうかを前記周辺ス
テーションが判断するように、前記ビームを伝送する段階と係わる。
【００２３】
　本発明のまた他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及び他の目的は複数のステー
ションを含む無線ネットワークでデータ処理のための装置によって達成される。前記装置
は複数のステーションからデータを受信し、複数のステーションにデータを伝送する通信
モジュールを含む。前記装置はまた複数のステーションの中で一つ以上のステーションに
、リンク両立性判断を目的にビームを伝送するように、チャンネル時間を割り当てし、複
数のステーションの中で他のステーションからフィードバック信号を受信し、前記フィー
ドバック信号に基づいてデータ通信のために複数のステーションの中で一つ以上のステー
ションにチャンネル時間を割り当てする制御部を含み、前記フィードバック信号は前記ビ
ームが前記他のステーションと干渉するかどうかを示す干渉情報を含む。
【００２４】
　本発明のまた他の実施の形態に係ると、前記前述した目的及び他の目的は複数のステー
ションを含む無線ネットワークでデータ処理のための装置によって達成される。前記装置
は複数のステーション中の一つ以上のステーション及びコーディネートにデータを伝送し
、複数のステーション中の一つ以上ステーション及びコーディネートからデータを受信す
る通信モジュールを含む。前記装置はまたリンク両立性判断のために割り当てされたチャ
ンネル時間の間複数のステーションの中でいずれのステーションからの干渉信号があるこ
とを感知し、前記通信モジュールを通じて前記コーディネートでフィードバック信号を伝
送する制御部を含み、前記フィードバック信号は前記干渉信号がリンク両立性判断のため
の前記チャンネル時間の間感知されたのかを示す干渉情報を含む。
　本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　複数のステーション（ｓｔａｔｉｏｎ）を含む無線ネットワーク（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　
ｎｅｔｗｏｒｋ）にチャンネル時間を割り当てする方法において、



(7) JP 5364785 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

　リンク両立性を判断するための目的として、一つ以上の複数のステーションにビームを
伝送するためのチャンネル時間を割り当てする段階と、
　リンク両立性を判断するために割り当てされた前記時間の間、一つ以上の他の複数のス
テーションから、前記ビームが前記一つ以上の他のステーションと干渉するかどうかを示
す情報を含むフィードバック信号（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｓｉｇｎａｌ）を受信する段階と
、
　前記フィードバック信号情報に基づいてデータ通信のためのチャンネル時間を前記一つ
以上のステーションに割り当てする段階を含むチャンネル時間割り当て方法。
（項目２）
　前記複数のステーションにビコン信号（ｂｅａｃｏｎ　ｓｉｇｎａｌ）を伝送する段階
をさらに含み、前記ビコン信号はリンク両立性を判断するための前記チャンネル時間を割
り当てする情報を含む項目１記載のチャンネル時間割り当て方法。
（項目３）
　前記情報は前記一つ以上の、他のステーションを識別する識別者をさらに含む項目１記
載のチャンネル時間割り当て方法。
（項目４）
　コーディネート（ｃｏｏｒｄｉｎａｔｏｒ）はフィードバック信号を受信し前記チャン
ネル時間を割り当てする項目１記載のチャンネル時間割り当て方法。
（項目５）
　複数のステーションを含む無線ネットワークにチャンネル時間を割り当てする方法にお
いて、
　複数のステーションの第１ステーションから、複数のステーションの他のステーション
とデータ通信のためのチャンネル時間を要請受ける段階と、
　前記他のステーションとデータ通信のために前記第１ステーションが使用可能な十分な
時間のあるのか判断する段階と、
　前記他のステーションとデータ通信のために前記第１ステーションのための十分な時間
がないと判断した場合、前記第１ステーションにリンク両立性を判断するための要請を伝
送する段階と、
　リンク両立性判断を目的にビームを伝送するためのチャンネル時間を前記第１ステーシ
ョンに割り当てする段階と、
　リンク両立性を判断するために前記第１ステーションに割り当てされた前記チャンネル
時間の間、第２ステーションから、前記ビームが前記第２ステーションと干渉するかどう
かを示す情報を含むフィードバック信号を受信する段階と、
　前記フィードバック信号に基づいて前記他のステーションとデータ通信のために前記第
１ステーションにチャンネル時間を割り当てする段階を含むチャンネル時間割り当て方法
。
（項目６）
　前記第１及び第２ステーションは周辺に位置するステーションである項目５記載のチャ
ンネル時間割り当て方法。
（項目７）
　リンク両立性判断のために前記第１ステーションに割り当てされた前記チャンネル時間
はデータ通信のために前記第２ステーションに割り当てされたチャンネル時間と時間的に
係わる項目５記載のチャンネル時間割り当て方法。
（項目８）
　リンク両立性判断のために前記第１ステーションに割り当てされた前記チャンネル時間
はデータ通信のために前記第２ステーションに割り当てされた前記チャンネル時間後の時
間スロット（ｔｉｍｅ　ｓｌｏｔ）である項目７記載のチャンネル時間割り当て方法。
（項目９）
　コーディネートが前記第１ステーションから前記要請を受信し、データ通信のために前
記第１ステーションのための十分な時間があるのか判断し、リンク両立性判断のために前
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記第１ステーションに要請を伝送し、前記フィードバック信号を受信して、リンク両立性
判断とデータ通信のための時間を割り当てする項目５記載のチャンネル時間割り当て方法
。
（項目１０）
　ビコン信号を伝送する段階をさらに含み、
　前記ビコン信号はリンク両立性判断を目的とするビームを伝送するために前記第１ステ
ーションに割り当てされたチャンネル時間を伝達する情報が含まれた項目５記載のチャン
ネル時間割り当て方法。
（項目１１）
　複数のステーションを含む無線ネットワークでリンク両立性を判断する方法において、
　リンク両立性判断のために割り当てされた時間の間、第１ステーションによって伝送さ
れるビームがデータ通信と干渉を引き起こすのか判断する段階と、
　干渉情報が含まれたフィードバック信号を伝送する段階とを含み、
　前記干渉情報は前記ビームが干渉を引き起こすかに対する前記判断に基づくリンク両立
性判断方法。
（項目１２）
　前記第１ステーションによって伝送される前記ビームが干渉を引き起こすかに対する判
断に先立って、データ通信のために割り当てされたチャンネル時間の間第２ステーション
とデータを通信する段階をさらに含む項目１１記載のリンク両立性判断方法。
（項目１３）
　前記第２ステーションとのデータ通信を終了する段階と、
　リンク両立性判断のために割り当てされた前記チャンネル時間の間前記ビームを感知す
るためのモードに進入する段階をさらに含む項目１２記載のリンク両立性判断方法。
（項目１４）
　リンク両立性判断のために前記割り当てされたチャンネル時間はコーディネートからビ
コン信号に伝送される項目１１記載のリンク両立性判断方法。
（項目１５）
　前記フィードバック信号は識別者を含む項目１１記載のリンク両立性判断方法。
（項目１６）
　前記識別者は前記フィードバック信号を伝送する前記ステーションを識別する項目１５
記載のリンク両立性判断方法。
（項目１７）
　前記識別者は前記第１ステーションがデータを伝送する場合干渉を受ける前記ステーシ
ョンを識別する項目１５記載のリンク両立性判断方法。
（項目１８）
　干渉と係わるステーションに前記フィードバック信号を伝送する項目１１記載のリンク
両立性判断方法。
（項目１９）
　無線ネットワークで複数のステーションの間にリンク両立性を判断する方法において、
　リンク両立性判断のために割り当てされたチャンネル時間の間、複数のステーションの
間に確認信号を交換する段階と、
　一つ以上の確認信号が干渉を引き起こすのか判断する段階と、
　複数のステーション中の一つ以上のステーションからコーディネートでフィードバック
信号を伝送する段階を含み、
　前記フィードバック信号は一つ以上の確認信号が干渉を引き起こすかに対する前記判断
に基づいた干渉情報を含むリンク両立性判断方法。
（項目２０）
　前記コーディネートから、複数のステーションの中で他のステーションとデータ通信の
ために割り当てされたチャンネル時間を受信する段階と、
　データ通信のための前記割り当てされたチャンネル時間の間複数のステーションの中で
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前記他のステーションとデータを通信する段階をさらに含む項目１９記載のリンク両立性
判断方法。
（項目２１）
　リンク両立性判断のための前記チャンネル時間割り当てを伝達する情報は前記コーディ
ネートからビコン信号に伝送される項目１９記載のリンク両立性判断方法。
（項目２２）
　複数のステーションの間にリンク両立性を判断するために割り当てされた前記チャンネ
ル時間は二つの連続するビコン信号の間の時間スロット（ｔｉｍｅ　ｓｌｏｔ）である項
目２１記載のリンク両立性判断方法。
（項目２３）
　複数のステーションを含む無線ネットワークのリンク両立性を判断する方法において、
　複数のステーションの中で第１ステーションとデータ通信のためのチャンネル時間を要
請する段階と、
　複数のステーションの中で前記第１ステーションとデータ通信のための十分な時間がな
いと判断された場合リンク両立性を判断するための要請を受信する段階と、
　リンク両立性判断のために割り当てされたチャンネル時間を受信する段階と、
　リンク両立性判断のために割り当てされた前記チャンネル時間の間、ビームがデータ通
信のための周辺ステーションと干渉があるかどうかを前記周辺ステーションが判断するよ
うに、前記ビームを伝送する段階を含むリンク両立性判断方法。
（項目２４）
　複数のステーションの中で前記第１ステーションとデータ通信のために割り当てされた
チャンネル時間を受信する段階と、
　データ通信のために割り当てされた前記チャンネル時間の間、信号を伝達する段階を含
み、前記信号は通信データを伝達する項目２３記載のリンク両立性判断方法。
（項目２５）
　リンク両立性判断のために割り当てされた前記チャンネル時間を伝達するビコン信号を
受信する項目２３記載のリンク両立性判断方法。
（項目２６）
　前記ビコン信号はコーディネートから受信される項目２５記載のリンク両立性判断方法
。
（項目２７）
　複数のステーションを含む無線ネットワークでデータ処理のための装置において、
　複数のステーションからデータを受信し、複数のステーションでデータを伝送する通信
モジュールと、
　複数のステーションの中で一つ以上のステーションに、リンク両立性判断を目的にビー
ムを伝送するように、チャンネル時間を割り当てし、複数のステーションの中で他のステ
ーションからフィードバック信号を受信し、前記フィードバック信号に基づいてデータ通
信のために複数のステーションの中で一つ以上のステーションにチャンネル時間を割り当
てする制御部を含み、
　前記フィードバック信号は前記ビームが前記他のステーションと干渉するかどうかを示
す干渉情報を含むデータ処理装置。
（項目２８）
　複数のステーションを含む無線ネットワークでデータ処理のための装置において、
　複数のステーション中の一つ以上のステーション及びコーディネートにデータを伝送し
、複数のステーション中の一つ以上ステーション及びコーディネートからデータを受信す
る通信モジュールと、
　リンク両立性判断のために割り当てされたチャンネル時間の間複数のステーションの中
でいずれのステーションからの干渉信号があることを感知し、
　前記通信モジュールを通じて前記コーディネートでフィードバック信号を伝送する制御
部を含み、
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　前記フィードバック信号は前記干渉信号がリンク両立性判断のための前記チャンネル時
間の間感知されたのかを示す干渉情報を含むデータ処理装置。
【００２５】
　前述した一般的な技術とつながる詳細な技術皆は代表的な説明であり、請求された本発
明に対するさらに詳細な説明を提供することに理解されなければならない。
【発明の効果】
【００２６】
　以上説明したように本発明によれば、ビームリンク情報を管理する時、主ステーション
の過負荷を減少させる方法と係り、本発明はｍｍＷａｖｅのように方向性がある通信ネッ
トワークを構成する無線ステーションに適用されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明が適用される無線ネットワークの一例のブロックダイヤグラムである。
【図２】五つの例示的なビームリンクのためのチャンネルスケジュルリングを示すダイヤ
グラムである。
【図３】本発明の１つの実施の形態に係る３つの例示的なビームリンクの両立性確認のた
めの時間スロットのスケジュルリングを示すダイヤグラムである。
【図４】コーディネートを利用してビームリンクの間の両立性確認を要請し遂行するプロ
セスを示すダイヤグラムである。
【図５】それぞれのステーションでビームリンクの間の両立性確認を遂行するプロセスを
示すダイヤグラムである。
【図６】図３で形成されたビームリンクを形成した端末が両立性確認を遂行するプロセス
を示すダイヤグラムである。
【図７】本発明の他の実施の形態にしたがって３つの例示的なビームリンクの両立性確認
のための時間スロットのスケジュルリングを示すダイヤグラムである。
【図８】既存に形成されたビームリンク外に両立性あるビームリンクを新しく形成する過
程を示す図である。
【図９】既存に形成されたビームリンク外に両立性あるビームリンクを新しく形成する過
程を示す図である。
【図１０】既存に形成されたビームリンク外に両立性あるビームリンクを新しく形成する
過程を示す図である。
【図１１】ビームリンクの間に干渉が発生する場合両立性確認結果をフィードバックする
過程を示す図である。
【図１２】ビームリンクの間に干渉が発生する場合両立性確認結果をフィードバックする
過程を示す図である。
【図１３】ビームリンクの間に干渉が発生する場合両立性確認結果をフィードバックする
過程を示す図である。
【図１４】本発明の１つの実施の形態に係るコーディネートのブロックダイヤグラムを示
す図である。
【図１５】本発明の１つの実施の形態に係るステーションのブロックダイヤグラムを示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２９】
　次に例示する本発明の実施の形態は多くの種他の形態で変形されることができるし、添
付された請求項及び均等物を含む本発明の範囲は次に上述する実施の形態に限定されるの
ではない。
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【００３０】
　図２は両立性あるビームリンクを確認するためのチャンネル時間（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｔ
ｉｍｅ）スケジューリングプロセスの例を示すのである。
【００３１】
　一般的に、ネットワークが構成される時、ネットワーク上のすべてのステーションは多
様なビームリンクの間に両立性があるかどうかを確認する。前記ステーションはまた前記
主ステーションに相応する情報を伝達する。主ステーションは前記情報を維持する。
【００３２】
　図２に示されたところのように、全体ネットワークに５個の両立性あるビームリンクが
存在すると仮定する。この時、図２は、例えば、両立性を確認してその結果を前記主ステ
ーションに伝達するために、ビコン区間内で五つのビームリンクのためのチャンネル時間
スケジュルリングを図示する。この場合に、ビコン区間はビコン信号と次ビコン信号の間
の区間またはビコン週期と次の週期の区間を意味する。
【００３３】
　前記主ステーションはすべての受信された情報を貯蔵する。しかし、主ステーションが
すべてのステーションのための情報を管理しなければならなかったら、度が過ぎる過負荷
が発生することができる。主ステーションのオーバーヘッドを減らすためには必要な場合
にだけそれぞれのステーションが両立性あるビームリンクを確認するようにすることが望
ましい。
【００３４】
　図３は本発明の１つの実施の形態に係る多数のビームリンクに対する両立性の確認をす
るための時間スロットスケジュルリングプロセスを示すダイヤグラムである。図３を参考
すれば、時間スロットは両立性確認を遂行しその結果を伝達するために周辺ステーション
に割り当てされる。したがって、例えば、ビームリンク＃１と係わるステーションの周辺
ステーションはビームリンク＃１と係わって割り当てされた時間スロット間両立性確認に
参与する。類似に、ビームリンク＃２及びビームリンク＃３と係わるステーションの周辺
ステーションはそれぞれビームリンク＃２及び＃３と係わって割り当てされた時間スロッ
ト間相応する両立性確認に参与するようになる。
【００３５】
　例えば、ビームリンク＃１と係わって割り当てされた時間スロットで、ビームリンク＃
１を構成する前記ステーションは自分の通信を止め聞き取り（Ｌｉｓｔｅｎ）モードに進
入する。この時、前記周辺のステーションはビームリンク＃１が両立性があるのか確認す
るためにデータ（ｄａｔａ）を伝送する。前記伝送されるデータは両立性確認のために生
成された確認信号であることができるし、前記データを伝送した特定ステーションを識別
することができる。聞き取りモードにあるあるステーションが周辺ステーションから伝送
されたデータを含む信号を感知すれば、ビームリンク＃１と干渉を引き起こす他のステー
ションが存在するということを確認することができる。
【００３６】
　もし前記周辺ステーションから伝送されたデータを含む信号が感知されなかったら、前
記周辺ステーションはビームリンク＃１と干渉を引き起こさないということを確認するこ
とができる。後者の場合、前記主ステーションは、前記周辺ステーションが例えば前述し
た前記伝送されたデータを含む信号のような信号を伝送する場合に、前記ビームリンク＃
１を維持することができると判断することができる。一方、特定ビームリンクが維持され
る限り、周辺ステーションそれぞれに聞き取りすることができる時間を割り当てしてくれ
ることもできる。
【００３７】
　図４はコーディネートを使ってビームリンクの間の両立性確認を示すダイヤグラムであ
る。図４を参考すれば、コーディネートは両立性あるビームリンク情報を保管し管理する
。したがって、特定ステーションがチャンネル時間を要請すれば、前記コーディネートは
特定ステーションのビームリンクが両立性あるリンクであるかまたは両立性あるリンクに
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なることができるのか可否によって前記チャンネル時間を割り当てすることができる。
【００３８】
　例えば、図４では、ステーションＡとステーションＢが存在するビームリンクを通じて
既に通信をしている。もし、特定ステーション例えば、ステーションＣが前記コーディネ
ートにチャンネル時間を要請すれば（４１０）、前記コーディネートは前記両立性あるビ
ームリンク情報から、他のステーションの間に形成されたビームリンクと係わって両立性
問題があるのか判断する（４２０）。前記コーディネートはステーションＣに応答した後
（４３０）、ステーションＣ及びＤに割り当てされたチャンネル時間を含むスケジュルリ
ング情報をステーションに割り当てし、ビコンを使って前記情報を伝送する（４４０）。
【００３９】
　前記コーディネートは前記ネットワークのステーションに係わった多様なビームリンク
のための両立性及び／または不両立性情報を獲得する。前記コーディネートは周期的に両
立性及び／または不両立性情報を更新する。例えば、前記ネットワークに存在するステー
ションの数がｎ個と言えば、ｎ　Ｘ　（ｎ－１）可能なリンクが存在する。もし５個のス
テーションが存在すれば、可能なリンクの数は２０（５Ｘ４）である。そうするので、特
定リンクとそれぞれの残り１９個のリンクとの両立性確認が必要だ。そうするので、３８
０（２０　Ｘ　１９）回の両立性確認が遂行しならなければならない。
【００４０】
　図５はそれぞれのステーションでビームリンクの間の両立性確認を遂行する例を示すの
である。図５を参考すれば、前記コーディネートがすべてのステーションにビームリンク
確認命令を伝送すれば（５１０）、それぞれのステーションＳＴＡ　Ａ乃至Ｄはビームリ
ンクの間両立性確認を遂行して（５２０）、　その結果を前記コーディネー５３０にフィ
ードバックする。図５のような方式は無線ステーションによってネットワークが最初に構
成されるとか、ネットワーク設定が再設定される時などに使われることができる。以後に
は、前記コーディネートはステーションの要請がある場合にビームリンクの間の両立性を
確認する。前記コーディネートは前記コーディネートに貯蔵された前記両立性情報に基づ
いてチャンネル時間を割り当てする。図６は時間スロットで両立性確認を遂行するプロセ
スを示すダイヤグラムである。図６を参考すれば、ステーションＣはチャンネル時間を要
請する（６１０）。しかし、ステーションＣに割り当てする十分なチャンネル時間がなけ
れば、前記コーディネートはビームリンクの間に両立性を確認する要請をする。
【００４１】
　次、前記コーディネートはビコン区間に確認時間を割り当てする（６３０）。前記割り
当てされた確認時間で新しくリンク（例えば、ステーションＤ）を形成しようとするステ
ーション（例えば、ステーションＣ）が確認信号を送り出し（６４０）、既にリンクを形
成して通信をしているステーション（例えば、ステーションＡ及びＢ）は聞き取りモード
に切り替える。聞き取りモードであるそれぞれのステーション（例えば、ステーションＡ
及びＢ）は前記確認信号を感知することができるのか確認する（６４０）。もし前記ステ
ーションＡ及びＢが確認信号（６４０）を感知することができない場合には両立性がある
ことで前記聞き取りモードのステーションは前記コーディネートにその結果を報告する（
６５０）。
【００４２】
　これによって、現在ビームリンクを形成しているステーションとまた新しくリンクを形
成するステーションだけ両立性確認に参与する。これは実質的に遂行されなければならな
いビームリンク確認の数を減少させ、前記コーディネートに伝送され貯蔵される情報の量
を減少させる。最後に、前記コーディネートはフィードバックされた両立性確認結果を基
礎にリンクを形成するステーション（ＳＴＡ　Ｃ、及びＤ）のためのチャンネル時間を割
り当てする（６６０）。
【００４３】
　図７は本発明の他の実施の形態に係る両立性確認を遂行するための時間スロットスケジ
ュルリングを示すダイヤグラムである。図７のように、周辺ステーションが当該のビーム
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リンクが両立性があるビームリンクであるか確認できるように、特定チャンネル時間にあ
たらない共通的な時間スロットを割り当てすることができる。
【００４４】
　したがって、図７に示された前記時間スロットでは、既にビームリンクを形成したステ
ーションはウェークアップ（Ｗａｋｅ－ｕｐ）して聞き取りモードで切り替える。この時
、周辺のステーションは該のビームリンクが両立性あるかどうかを確認するためにデータ
を伝送することができる。この時、伝送されるデータは特定ステーションで両立性確認の
ための目的に生成された確認信号を含むことができる。この場合、既存のすべてのビーム
リンクとの両立性を一度に確認することができる。
【００４５】
　図８乃至１０は既存に形成されたビームリンク外に両立性あるビームリンクを新しく形
成する過程を示すダイヤグラムである。
【００４６】
　図８で、ステーションＡとステーションＢはビームリンクを構成する。もしステーショ
ンＡとステーションＢによってチャンネルが皆占有される場合、ステーションＣとステー
ションＤはビームリンク構成のためにチャンネルにアクセスすることができない。したが
って、ステーションＣとステーションＤのための両立性あるビームリンクが存在するかど
うかの可否を確認することができる時間スロットを定義する。
【００４７】
　図９で、図８に示された、ステーションＡ及びステーションＢと係わるチャンネル時間
が終了すると、ステーションＡとステーションＢは通信を中止し外部ステーションからの
信号を受信するモードで切り替える。ステーションＡ及びＢが受信を遂行するステーショ
ンＣ及びＤはビームリンクを開始する。
【００４８】
　図１０のように、もしステーションＣとステーションＤがステーションＡとステーショ
ンＢに干渉を与えない場合、ステーションＣとステーションＤは両立性あるビームリンク
の構成が可能である。
【００４９】
　図１１乃至１３はビームリンクの間に干渉が発生すると判断された両立性確認結果をフ
ィードバックする過程を示す。図１１で、ステーションＡ（ＤＥＶ　Ａ）とステーション
Ｂ（ＤＥＶ　Ｂ）はビームリンクを既に形成し維持している。ステーションＣとステーシ
ョンＤはステーションＡ（ＤＥＶ　Ａ）とステーションＢ（ＤＥＶ　Ｂ）がチャンネルを
ずっと占有すれば前記チャンネルで通信が不可能である。したがって、ステーションＣと
ステーションＤの間のビームリンクがステーションＡ及びＢに問題を起こすことができる
のか確認するための時間スロットを割り当てする。
【００５０】
　図１２で、ステーションＡとステーションＢは通信をしないで聞き取りする。示された
ところのように、ステーションＣ（ＤＥＶ　Ｃ）とステーションＤ（ＤＥＶ　Ｄ）は通信
を遂行する。もしステーションＡとステーションＢでステーションＣとステーションＤの
送信信号が感知されると、ビームリンクが既に構築されていると見られる。図１３で、ス
テーションＢは前記コーディネートにステーションＣ及びＤ間のビームリンクが両立され
ないで、形成されることができないことを報告する。したがって、ステーションＢはステ
ーションＡとステーションＢのビームリンクが干渉受ける可能性があることを報告するこ
ともできる。
【００５１】
　前記例示的な実施の形態で、前記コーディネートは干渉報告を受ける。しかし、当該の
ステーション、例えばステーションＣ及びＤなども同一である機能を提供することができ
る。
【００５２】
　前記干渉報告信号は送信者の識別者（Ｓｅｎｄｅｒ　ＩＤ）を含むことができる。ここ



(14) JP 5364785 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

で、前記送信者識別者は干渉を受けるステーションの識別者である。図１３では干渉を受
けるステーションはステーションＢである。また、前記識別者は物理住所（ＰＨＹ　ａｄ
ｄｒｅｓｓ）であるかマック・アドレス（ＭＡＣ　ａｄｄｒｅｓｓ）などを含むことがで
きる。
【００５３】
　両立性確認のために割り当てされた時間スロットで２つ以上のステーションが確認信号
を送る場合、前記ステーションはあらかじめ決まった時間に確認信号を伝送するようにス
ケジュールされることができる。これとは異なり、対話後聞き取り（Ｌｉｓｔｅｎ　ａｆ
ｔｅｒ　Ｔａｌｋ）方式で各ステーションで任意に確認信号を伝送するようにすることも
できる。
【００５４】
　図１４は本発明の例示的な１つの実施の形態に係るコーディネートを示すブロックダイ
ヤグラムである。図１４を参照すれば、前記コーディネートはタイマー１０、通信モジュ
ール２０、リンク管理ユニット３０、ビコン管理ユニット６０及び制御部７０を含むこと
ができる。
【００５５】
　タイマー１０の目的はそれぞれのビコン区間すなわち、ビコン信号と次ビコン信号また
はビコン週期と次ビコン週期の間区間の開始と終了を示すことである。前記タイマー１０
はビコン区間間タイミング情報を提供することができる。例えば、前記タイマー１０はビ
コン区間間ビコン信号を伝送するためにビコン週期のタイミングポイントを知らせること
ができる。
【００５６】
　前記通信モジュール２０はデータ（すなわち、信号）をステーションで伝送する機能を
担当する。前記通信モジュール２０はまた前記ステーションで伝送されたデータ（すなわ
ち、データ信号）を受信する機能を担当する。もし前記コーディネートがデータを伝送す
るとか受信しようとする場合、前記当該の信号は前記通信モジュール２０をパスしなけれ
ばならない。
【００５７】
　前記リンク管理ユニット３０は信号分析ユニット４０及び信号感知ユニット５０を含む
ことができる。前記信号感知ユニット５０は前記通信モジュール２０を通じて受信された
信号の中でフィードバック信号を感知と受信する機能を担当する。前述したところのよう
に、前記フィードバック信号は両立性確認結果を報告するために使われる信号である。前
記信号分析ユニット４０は前記信号感知ユニット５０によって感知されたフィードバック
信号を分析し両立性あるビームリンクが前記ステーションの間に存在するかどうかを判断
する。
【００５８】
　前記ビコン管理ユニット６０は前記通信モジュール２０を通じてビコン信号を伝送する
。前記ビコン管理ユニット６０はまたビコン信号を通じて受信されたデータまたは情報、
例えば、データ伝送のためのチャンネル時間情報などを管理する。本発明の１つの実施の
形態に係ると、両立性あるビームリンクが存在するのか判断するために、ステーションの
間の干渉を確認するためのチャンネル時間割り当て情報がビコン信号に含まれることがで
きる。
【００５９】
　前記制御部７０はステーション相互の間のデータ通信のためにチャンネル時間割り当て
を制御することができる。前記制御部７０は前記リンク管理ユニット３０によって感知さ
れて分析された前記フィードバック信号を使う。前記制御部７０は前記ビコン管理ユニッ
ト６０を制御することで、前記ビコン管理ユニット６０はステーション相互の間のデータ
通信のためのチャンネル時間割り当てを含むビコン信号を生成する。前記制御部７０はま
た前記ビコン信号を制御することで、前記ビコン信号は前記通信モジュール２０を通じて
伝送される。
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【００６０】
　前記制御部７０、前記リンク管理ユニット３０、前記ビコン管理ユニット６０がそれぞ
れの役目にしたがって説明されたが、前記制御部７０が前記リンク管理ユニット３０及び
／または前記ビコン管理ユニット６０の機能を担当することができることに理解されるこ
とができる。
【００６１】
　図１５は本発明の例示的な１つの実施の形態に係るステーションを示すブロックダイヤ
グラムである。図１５を参照すれば、ステーションはタイマー８０、通信モジュール９０
、制御部１３０、及びリンク管理ユニット１００を含むことができる。
【００６２】
　前記説明したコーディネートの前記タイマー１０のように、前記タイマー８０はビコン
区間の開始時間と終了時間を示す機能を担当することで、前記タイマー８０はビコン信号
と次ビコン信号の区間、またはビコン週期と次ビコン週期の区間を示す。例えば、前記タ
イマーは前記コーディネートによるビームリンク両立性を確認するために割り当てされた
チャンネル時間のタイミングポイントを示すことができる。
【００６３】
　前記通信モジュール９０はデータ（すなわち、データ信号）を他のステーションまたは
前記コーディネートに伝送する。前記通信モジュール９０は他のステーションまたは前記
コーディネートから伝送されたデータを受信する。
【００６４】
　前記リンク管理ユニット１００は信号伝送ユニット１１０及び信号生成ユニット１２０
を含むことができる。前記信号生成ユニット１２０はステーションの間の相互ビームリン
ク両立性確認を遂行するための確認信号を生成する。前記信号伝送ユニット１１０は前記
信号生成ユニット１２０によって生成された前記確認信号を前記通信モジュール７０を通
じて伝送する。
【００６５】
　前記制御部１３０は両立性あるビームリンク確認のための確認信号を生成するために前
記信号生成ユニット１２０を制御する。前記制御部１３０は両立性あるビームリンクを判
断するために前記コーディネートによって割り当てされた前記チャンネル時間で前記通信
モジュール９０を通じて他のステーションに確認信号を伝送するために前記信号伝送ユニ
ット１１０を制御する。他のステーションから確認信号を受信する場合に、前記制御部１
３０は前記受信された確認信号に基づいて干渉があるかどうかを判断する。前記制御部１
３０はまた前記コーディネートに伝送される当該のフィードバック信号を制御することが
できる。
【００６６】
　本発明の内容で、前記制御部１３０及び前記リンク管理ユニット１００の機能は別に説
明された。しかし、前記制御部１３０は前記リンク管理ユニット１００の機能も担当する
ことができる。
【００６７】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される
【産業上の利用可能性】
【００６８】
　本発明は、無線ステーションのビームリンク関連情報を管理する時、主ステーションの
オーバーヘッドを減らす方法に関することで、ｍｍＷａｖｅのような指向性］が強い通信
ネットワークを構成する無線ステーションに適用されることができる。
 



(16) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図１】

【図２】



(17) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図３】

【図４】

【図５】



(18) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図６】

【図７】

【図８】



(19) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】



(20) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図１３】



(21) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図１４】



(22) JP 5364785 B2 2013.12.11

【図１５】



(23) JP 5364785 B2 2013.12.11

10

20

フロントページの続き

(31)優先権主張番号  10-2008-0056318
(32)優先日　　　　  平成20年6月16日(2008.6.16)
(33)優先権主張国　  韓国(KR)

(72)発明者  ジョン，　ビョム　ジン
            大韓民国　１３７－７２４　ソウル，　ソチョー－ク，　ウーミョン－ドン　１６，　エルジー　
            エレクトロニクス　インコーポレイテッド　アイピー　グループ
(72)発明者  キム，　ジョン　ヒョン
            大韓民国　１３７－７２４　ソウル，　ソチョー－ク，　ウーミョン－ドン　１６，　エルジー　
            エレクトロニクス　インコーポレイテッド　アイピー　グループ

    審査官  齋藤　浩兵

(56)参考文献  特表２００４－５３０３４９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０２５３３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００８／０２６８６８（ＷＯ，Ａ２）　　
              特表２０１０－５００８４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              Dynamic Channel Selection，IEEE 802.15-06-0227-00-0005，２００６年　５月１０日，ＵＲＬ
              ，https://mentor.ieee.org/802.15/dcn/06/15-06-0227-00-0005-dynamic-channel-selection-p
              pt.ppt

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　７２／０４　　　　
              Ｈ０４Ｗ　　８４／１０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

